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【要旨】 

 感染症は世界の中で今なお主要な死亡原因であり、敗血症はその深刻な合併症の 1つで

す。血液培養陽性、すなわち菌血症は細菌性の敗血症を診断するためのゴールデンスタン

ダードですが、結果が判明して診断に至るまでには一定の時間を要します。実際に臨床現

場では、バイタルサイン・症状に加えて白血球・CRP(C反応蛋白)・PCT(プロカルシトニ

ン)などすぐに判明する感染症マーカーを参考に抗菌薬治療を優先しているのが現状で

す。IL-6・プレセプシンなどより有用性が高いとされるマーカーもありますが、検査に要

する時間やコストの問題で日常的に使用することは困難です。そこで我々は、医療機関で

通常使用されている血液自動分析装置の中に存在する CPD(Cell Population Data)に注目

しました。血液自動分析装置の中ではアルゴリズムに従って血算・血液像が算出されます

が、その過程で測定されているものの表に出ない隠れたデータがあり、CPD と総称してい

ます。これは多くのパラメータを含む新しい白血球バイオマーカーです。我々は特にその

中で、好中球の活性化に伴う細胞内小器官の変動・核酸量の増加などを反映する NE-

WY(fluorescent light distribution of neutrophil area)と感染症の関係について AI(機

械学習)を用いて検討を行ったので、ご紹介したいと思います。 

＊NE-WYは富山大学にて特許出願公開 
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